
災害に備えて 防 災 対 策 

鶴町学園 

 火災・地震・津波などの災害に備えて 対処する心構えを日頃から養

うことが大切です。 

 鶴町学園では下記の通り 災害時に対して取り組んでいます。保護

者の皆様と力を合わせて 子どもたちを守って行きますので ご協力

賜わりますよう よろしくお願いいたします。 
 

➢ 毎月 1 回の避難訓練の実施（年間行事予定表通り） 

➢ 毎年 大正消防署の防災教室への参加 

➢ 毎年 大正警察署の安全教室への参加 

➢ 大阪府警への直通電話（非常用 110 番直通電話）を設置 

 

園 舎 ・ 平成 25 年 3月 旧園舎耐震工事完了 

・ 各お部屋のガラス 網入りを使用 

・ ガラス部分 飛散フィルム使用 

・ 保育室・ピアノ・空気清浄器の固定 

・ 園内の照明 すべてＬＥＤ電球にし 落ちても飛散しない物を使用 

備 品 ・ 米・おやつ・粉ミルク・水・紙オムツ 多めに在庫を持っておく 

緊急時 

用 品 

・ ハンドマイク・電灯・電池・医療品・ラジオ 

・ 毛布・タオル・炭・カセットコンロ５台 

 

➢ 緊急時の対応 

 保育時間内に災害が発生した場合 

➢ 園より一斉メール配信 

➢ 回線が混んでいてメール配信ができないときは 

 通常の電話・・・ＮＴＴの「災害用伝言ダイヤル １７１」が使用可能 

     （ＮＴＴでクイックマニュアル、パンフレットを入手） 

 携帯電話・・・ＮＴＴの「災害用伝言ダイヤル １７１」が使用可能 

        ・災害用伝言板が使用可能 

   

 

 



 保育時間外に災害が発生した場合 

➢ 園児の安否、所在の確認のため、学園まで連絡して下さい。 

 地震発生の場合 

◎保育室にいる時は机の下にもぐる 

◎運動場にいる時はその場でダンゴ虫になって治まるのを待つ。 

又は状況を見て保育室に入るか判断し指示する。 

◎揺れが治まってから津波などの危険性がないかの情報を確認し、危険 

性がない時は周りの様子を見て、落下物、破損個所などを点検、異常が 

なければ通常保育に戻る。もし、園舎保育室などで破損個所などが発見 

された場合は速やかに保護者へお迎えを要請するメール、又は電話で 

連絡する。 

◎津波の情報がある場合は旧園舎の３階まで避難（３年保育まで）、乳児 

（4・5・6年保育）はおゆうぎ室に避難する。想定外の津波の情報が出た 

場合は小学校まで全員避難する。 

 

➢ 避難経路 避難場所の想定 

 学園内で避難する場合 

◎津波の高さによって安全を守られるところに避難します。 
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 鶴町小学校へ避難する場合 

 

 

 

【旧園舎】     【新園舎】 
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災害避難訓練年間計画 

 

 ねらい 想定 避難場所 実施方法 

４ 

月 

・ベルの音に慣れる 
・避難訓練についての話を
聞く 

・地震（中度） 各保育室 

・マイク放送を聞き担任
の指示に従って机の下
にもぐり、部屋の中央に
集まる 

５
月 

・ベルや放送、保育士の指
示を聞いて安全に非難す
る方法を知る 

・火災 運動場 
・マイク放送を聞き、担
任の指示に従って避難
する 

６
月 

・給食室が火災になった時
の避難の仕方を知る 
・担任の話を聞く 

・火災（給食室） 運動場 
・マイク放送を聞き、担
任の指示に従って避難
する 

７
月 

・近隣が火災になった時の
避難の仕方を知る 
・担任の話を聞く 

・火災（近隣） 中央公園 
・マイク放送を聞き、担
任の指示に従って避難
する 

８
月 

・給食室が火災になった時
の避難の仕方を知る 
・担任の話を聞く 

・火災（給食室） 運動場 
・マイク放送を聞き、担
任の指示に従って避難
する 

９
月 

・不審者が侵入してきた時
の避難の仕方を知る 

・不審者が侵入 
・各お部屋 
・その後 
中央公園 

・マイク放送を聞き、担
任の指示に従って避難
する 

10
月 

・地震や津波発生時の身の
守り方を知る 

・地震（中度） 
・おゆうぎ室 
・園舎３階 

・マイク放送を聞き、担
任の指示に従って避難
する 

11
月 

・給食室が火災になった時
の避難の仕方を知る 
・担任の話を聞く 

・火災（給食室） 運動場 
・マイク放送を聞き、担
任の指示に従って避難
する 

12
月 

・ベルや放送、保育士の指
示を聞いて安全に非難す
る方法を知る 

・火災 運動場 
・マイク放送を聞き、担
任の指示に従って避難
する 

１
月 

・地震や津波発生時の身の
守り方を知る 

・震度 8.2規模
の海溝型地震 
・津波 

・安全地帯 
・通用門 
・園舎３階 

・安全な場所で身を守る 
・園舎３階か鶴町小学校 

２
月 

・近隣が火災になった時の
避難の仕方を知る 
・担任の話を聞く 

・火災（近隣） 中央公園 
・マイク放送を聞き、担
任の指示に従って避難
する 

３
月 

・地震や津波発生時の身の
守り方を知る 

・地震（中度） 
・おゆうぎ室 
・園舎３階 

・マイク放送を聞き、担
任の指示に従って避難
する 

※不測の事態に備えて必要な対応を図る 
※子どもの精神保健面における対応に留意する。 

※全体が速やかに避難できるように職員の連携を図る。 

 


